
、、 

 
 

ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 
 

■浦和市中尾（現、さいたま市緑区）生まれ 
  原山幼稚園 ・ 尾間木小 ・ 東浦和中 
  浦和南高を経て 中央工学校建築科卒 
■一級建築士 ・ 宅地建物取引士 
  被災建築物応急危険度判定士 
■小中学校PTA会長 ・ 市Ｐ連会長 ・ 商店会長 
   社会教育委員 ・ 女性政策推進協議会 
  県 国土利用計画審議会 ・ 県 保証協会理事 
■現職 自治会長 
  県 都市計画審議会 ・ 県 社会福祉審議会     
   建築士事務所協会・宅地建物取引業協会顧問 
■議会 少子・高齢福祉社会対策特別委員長 
■政策集団 自民党育政会（埼玉県議9人） 

家 

族 

の 

声 

 

の 

声  

 
 

   
  

近
代
建
築
を
観
る 

 

次
男
の
正
成
で
す
。
今
、
理
工
学
部
建
築
科

に
学
ん
で
い
ま
す
。
建
築
は
、
悠
久
の
歴
史
に

学
び
未
来
を
創
造
す
る
も
の
。 

 

こ
こ
数
年
、 

父
に
連
れ
ら 

れ
世
界
の
遺 

跡
を
調
査
し 

て
い
ま
す
。 

又
、
近
代
建 

築
も
見
て
歩 

い
て
い
ま
す
。 

高
橋
政
雄
次
男 

高
橋
ま
さ
な
り(

22) 

 
 
 

常
日
頃
か
ら 

 

僕
は
、
㈱
高
橋
政
雄
設
計
事
務
所
に
勤
め
な 

が
ら
、
父
の
政
治
秘
書
も
務
め
て
い
ま
す
。 

 

毎
週
、
父
と
一
緒
に
地
元
の
各
駅
前
に
立
っ 

て
朝
の
政
治
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
父
は
こ 

の
早
朝
の
駅
頭
を
十
六
年
間
も
続
け
て
い
ま
す
。

夏
の
猛
暑
も
、
冬
の
極
寒
に
も
負
け
ず
に
、
常 

日
頃
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。 

 

又
「
３
６
５
日
ま
ー
ち
ゃ
ん
」
と
言
っ
て
、 

休
ま
ず
働
い
て 

い
る
父
に
感
心 

し
ま
す
。
今
後 

と
も
元
気
な
後 

ろ
姿
を
見
続
け 

た
い
で
す
。 

    埼玉県議会議員 

   高 橋  ま さ お 
    県政110番 
  お気軽にご相談ください 

 政務活動資料 原山・尾間木・三室・美園 

村井英樹衆議院議員 

 恒例の高橋まさおの
県政報告会が開かれた。 
地域の大勢の皆様に、
熱い口調で県政報告を
聞いていただいた。 
 記念講演では、「ヒ
ゲの隊長」佐藤参議院
議員から、自衛隊イラ
ク派遣出発時の本人、
隊員、家族の感動の秘
話を伺った。 
 佐藤さんの純粋に語
る姿に、会場の皆さん
の顔には大粒の涙が
光っていた。 

 

 -11月20日（日）- 

 

高
橋
政
雄
長
男 

高
橋
ゆ
う
す
け(

30)  

  

ひたむきに ひたすらに 

  県 政 報 告 

埼玉県議会議員   

高 橋 ま さ お 原山・尾間木・三室・美園 

〒336－0932 さいたま市緑区中尾270  
                    PHONE 048-873-4369  
                        FAX 048-873-8489 
                 http://www.marchan.jp 

 
 

夢
挑
戦 

創
造
豊
か
な 

 
 

 
 

 
 

建
築
家
に
な
り
た
い 

愛
を
奏
で
る 

 
 

 
 

 
 

音
楽
家
に
な
り
た
い 

自
己
表
現
の 

 
 

 
 

 
 

画
家
に
も
な
り
た
い 

美
し
い
絵
の 

 
 

 
 

 
 

書
家
に
も
な
り
た
い 

感
激
演
出
の 

 
 

 
 

 
 

作
家
に
も
な
り
た
い 

そ
し
て 

謙
虚
な
自
分
で
い
た
い 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

七
転
八
起 

 

  ●大きな実績「県議2期～3期」 

■H23 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成■H24 学校いじめ対策 
■H25 米国からの花水木■H26 がん緩和ケア  
■H27 大学付属病院誘致■H28 市立病院建替 

特別委員長 

決算 美園地区視察 

決
算 

県
立
近
代
美
術
館 

佐藤正久参議院議員 

沖縄県立 こども医療センター 

ＴＶ出演/少子・高齢委員長 

沖
縄 

う
る
ま
市
役
所 

安謝福祉施設 
   「那覇市」 

名
護 

名
桜
大
学 

  埼玉県立小児医療センター「新都心」 

委員長報告 
     「県議会本会議」 

新 

日
赤
病
院 

周産期医療 現場 

沖
縄
県
立 

南
部
医
療
セ
ン
タ
ー 

少子・高齢福祉社会対策特別委員会委員長 

平成29年（2017）   
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緑 区 

県政報告 高橋まさお 

 

近
未
来
的 

木
造
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト 

（ド
イ
ツ
人
建
築
家
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「セ
ビ
ー
リ
ャ
・ス
ペ
イ
ン
」 駅 頭 「浦和駅東口」 

 -情熱発言- 
高橋政雄 県議会議員 



  

  

高
橋
ま
さ
お｢

昨
年
の
活
動｣

 
＜平成28年度＞ 

・委
員
長
ご
挨
拶 

・新
春
の
ご
挨
拶 

・新
た
な
日
本
の
価
値
④ 

・ 

昨
年
の
地
域
活
動
か
ら 

 
 

  

消
防
出
初
式 

 

新
年
早
々
に
行
な
わ
れ
て
い
る
さ
い
た 

ま
市
の
消
防
出
初
式
。
消
防
職
団
員
の
規
律
点
検

に
始
ま
り
、
埼
玉
県
の
防
災
ヘ
リ
や
鳶
組
合
の
は

し
ご
乗
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
る
。 

 

四
市
合
併
以 

前
に
は
、
そ
れ 

ぞ
れ
各
市
で
行 

わ
れ
て
い
た
が
、 

今
は
千
人
以
上 

の
消
防
団
員
総 

出
の
盛
大
な
式
と
な
っ
て
い
る
。 

 

私
も
暖
か
な
昨
年
一
月
、
一
団
員
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

高 

橋 

政 

雄 
 

少子・高齢福祉社会対策委員会 

高橋政雄 特別委員長「委員会室」 

     

新
飛
行
経
路
「羽
田
空
港
」 

 

羽
田
空
港
の
機
能
強
化
に
係
り
、
私
達 

緑
区
な
ど
の
上
空
に
新
飛
行
経
路
が
計
画
さ
れ 

て
い
る
。
そ
の
飛
行 

経
路
は
、
南
風
の
時 

に
利
用
す
る
事
に
な 

る
と
い
う
。 

 

私
か
ら
地
域
住
民 

へ
、
そ
の
国
土
交
通 

省
の
情
報
を
度
々
発
信
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん 

ど
反
応
が
な
い
の
が
実
情
だ
。
未
だ
実
感
が
伴 

わ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

こ
の
日
、
国
交
省
・
埼
玉
県
の
情
報
を
も
と 

に
、
想
定
騒
音
？
に
近
い
音
の
浦
安
市
、
江
戸 

川
区
に
続
い
て
千
葉
市
で
調
査
を
し
た
。
言
え 

る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
街
が
静
か
な
住
宅
地
で 

は
な
く
な
る
こ
と
は
確
か
だ
。 

高 

橋 

政 

雄  
  
  
  

      

新
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空
港
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事
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国
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度
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発
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い
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、
ほ
と
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ど
反
応
が
な
い
の
が
実
情
だ
。
未
だ
実
感
が
伴 

わ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
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こ
の
日
、
国
交
省
・
埼
玉
県
の
情
報
を
も
と 

に
、
想
定
騒
音
？
に
近
い
音
の
浦
安
市
、
江
戸 

川
区
に
続
い
て
千
葉
市
で
調
査
を
し
た
。
言
え 

る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
街
が
静
か
な
住
宅
地
で 

は
な
く
な
る
こ
と
は
確
か
だ
。 

高 

橋 

政 

雄  
  
  
  

 

航
空
機
の
音
体
験
「千
葉
市
上
空
」 

県 議 会 通 信  

  小児医療センター 

昨年、埼玉県議会の少子・高齢福祉社会対策特別委員
会の委員長に就任しました。 
私達社会の明日を担う子供達やご高齢 
者の抱えている問題、これからの課題 
などについて深く探っています。 
今、子育ての児童館や貧困対策会議、 
ご高齢者の福祉施設、特に医療現場の 
調査を数多く行っています。 
正に、私達日本が抱える大きな課題が 

「少子・高齢対策！」。今後とも大いに 
知恵と汗を流して働いて参ります。 

 はしご乗り「防災センター」 

 

 
 

  

大
門
宿
ま
つ
り 

 

伝
統
的
な
祭
り
が
多
い
中
、
美
園
地
区 

の
大
門
で
は
、
二
月
に
新
た
な
祭
り
「
大
門
宿
祭

り
」
が
始
ま
っ
た
。 

 

大
門
は
、
日
光
御
成
道 

（
お
な
り
み
ち
）
の
宿
場
町 

で
、
今
も
門
が
現
存
す
る 

本
陣
・
脇
本
陣
を
始
め
と 

す
る
町
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。 

 
 

こ
の
日
、
美
園
駅
を
中
心
に
、
地
元
子
供
達
の 

仮
装
大
名
行
列
等
が
行
わ
れ
た
。 

 

駅
を
中
心
に
急
激
な
人
口
増
加 

の
美
園
地
区
に
お
い
て
、
世
代
間 

・
新
旧
住
民
が
と
も
に
力
を
合
わ 

せ
て
、
住
み
よ
い
街
を
築
い
て
い 

く
こ
と
が
で
き
ま
す
様
に
、
大
い 

に
期
待
し
応
援
し
て
参
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

高 

橋 

政 

雄  
  
  
  
  
  
  
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「埼玉スタジアム」 

  
  

 

陳
情
仕
事 

 

私
達
の
さ
い
た
ま
市
緑
区
に
は
、
十
二
万 

人
余
り
が
住
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
は
、
十
二
万
人
分

の
喜
び
、
悲
し
み
、
悩
み
が
あ
る
。 

 

私
の
県
政
事
務
所
に
は
、 

毎
日
の
よ
う
に
悩
み
相
談
や 

陳
情
相
談
な
ど
が
寄
せ
ら
れ 

て
い
る
。
そ
れ
ら
全
て
を
解 

決
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、 

お
受
け
し
た
ら
直
ぐ
に
動
く 

こ
と
に
し
て
い
る
。 

 

身
近
な
道
路
、
歩
道
、
信 

号
機
、
上
下
水
道
整
備
等
々
の
陳
情
が
多
い
。
緑
区 

の
県
議
は
私
一
人
。
こ
れ
か
ら
も
必
死
で
汗
を
流
し

て
働
い
て
参
り
ま
す
。 

 
 

  

高 

橋 

政 
雄 

  
  

 

陳
情
仕
事 

 

私
達
の
さ
い
た
ま
市
緑
区
に
は
、
十
二
万 

人
余
り
が
住
ん
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。
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こ
に
は
、
十
二
万
人
分

の
喜
び
、
悲
し
み
、
悩
み
が
あ
る
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私
の
県
政
事
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所
に
は
、 

毎
日
の
よ
う
に
悩
み
相
談
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陳
情
相
談
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ど
が
寄
せ
ら
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て
い
る
。
そ
れ
ら
全
て
を
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決
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、 

お
受
け
し
た
ら
直
ぐ
に
動
く 

こ
と
に
し
て
い
る
。 

 

身
近
な
道
路
、
歩
道
、
信 

号
機
、
上
下
水
道
整
備
等
々
の
陳
情
が
多
い
。
緑
区 

の
県
議
は
私
一
人
。
こ
れ
か
ら
も
必
死
で
汗
を
流
し

て
働
い
て
参
り
ま
す
。 

 
 

  

高 

橋 

政 
雄 

陳情仕事 「道路修理」 

地
域
を
歩
く 

「農
業
ハ
ウ
ス
」 

 
 

 
 

新
春
の
ご
挨
拶 

 

新
春
を
迎
え
て
、
地
元
地
域
の
皆
様
に 

は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上 

げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
高
橋
政
雄
の
政
治 

活
動
へ
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
、
大
衆
迎
合
的
で
極
端
に
強
い
主
張 

と
態
度
の
政
治
家
に
、
多
く
の
人
々
が
支 

持
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
歴
史
を
振
り 

返
れ
ば
、
私
達
は
何
度
も
そ
れ
を
経
験
し 

て
い
る
。
大
恐
慌
と
は
言
わ
な
い
が
、
安 

定
社
会
か
ら
混
沌
社
会
へ
と
向
か
っ
て
い 

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、 

進
む
道
を
誤
っ
て
は
い
け
な
い
。 

 

近
年
、
近
隣
国
と
の
関
係
が
き
な
臭
い
。

島
国
の
日
本
は
、
歴
史
的
に
外
交
下
手
で 

あ
る
。
私
達
の
安
全
、
国
の
防
衛
に
は
、 

相
手
に
対
し
て
毅
然
と
し
た
態
度
が
必
要 

だ
が
、
し
た
た
か
な
粘 

り
の
外
交
も
必
要
だ
。 

 

本
年
は
、
県
会
議
員 

を
務
め
て
十
一
年
目
と 

な
り
ま
す
。
更
な
る
素 

敵
な
埼
玉
県
を
目
指
し
て
、
全
力
で
働
い 

て
参
り
ま
す
。 

平
成
二
十
九
年 

新
春 
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高
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新
た
な
日
本
の
価
値 

④ 

「
新
た
な
日
本
の
価
値
」
と
は
、
新
た
な
価
値
あ 

る
日
本
人
像
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
社
会
の
将
来
、 

ど
ん
な
日
本
人
が
良
い
か
、
大
き
な
難
題
で
あ
る
。 

 

明
治
以
降
の
富
国
強
兵
の
殉
国
精
神
、
第
二
次 

大
戦
時
の
戦
争
狂
気
、
戦
後
の
復
興
耐
乏
、
バ
ブ 

ル
の
消
費
熱
狂
。
そ
し
て
大
災
害
の
阪
神
淡
路
や 

東
日
本
大
震
災
等
で
の
私
達
日
本
人
の
秩
序
正
し 

い
行
動
。
そ
れ
は
世
界
か
ら
驚
嘆
を
も
っ
て
賞
賛 

さ
れ
た
。
殉
国
、
狂
乱
か
ら
震
災
時
行
動
な
ど
、 

私
達
同
じ
日
本
人
が
示
し
て
き
た
姿
で
あ
る
。 

 

私
た
ち
日
本
人
は
多
く
が
共
同
・
協
調
性
に
優 

れ
我
慢
強
い
人
々
だ
。
た
だ
し
、
負
の
側
面
と
し 

て
違
う
意
見
や
異
質
な
も
の
へ
の
反
発
が
強
い
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農
耕
や
長
い
間
の
安
定
封
建
社
会
の
影
響
も
あ
る
。 

 

こ
れ
か
ら
の
日
本
人
像
を
語
る
う
え
で
、
ど
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し
て
も
見
た
く
な
い
姿
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
隣
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の
人
々
の
執
拗
な
反
日
運
動
の
姿
で
あ
る
。 

 

私
は
昨
年
、
日
韓
友
好
連
盟
に
て
韓
国
の
烏
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市
に
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訪
問
し
た
。
先
方
の
副
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が
妙
に
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日
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語
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た
。
行
事
を
終
え
、
市
役 

所
正
面
で
集
合
写
真
を
撮
る
事
に
な
っ
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ソウル近郊 
 烏山市役所 

 

青
面
金
剛
像
「
本
陣 

會
田
宅
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子ども達と家族の賑わい 

      

専
業
？
兼
業
？
政
治
家 

 

高
橋
政
雄
は
、
政
治
の
他
に
仕
事
を 

か
け
持
つ
政
治
家
だ
。
都
道
府
県
や
市
町
村
が 

舞
台
の
地
方
兼
業
政
治
家
で
あ
る
。 

 

従
来
の
地
方
政
治
家
は
、
多
く
を
世
襲
や
村 

代
表
等
の
お
殿
様
的
、
村
長
さ
ん
的
な
方
々
が 

中
心
。
そ
し
て
私
同
様
の
企
業
経
営
者
や
有
資 

格
者
の
方
も
存
在
。
政
治
で
生
計
を
立
て
て
い 

る
人
は
少
な
か
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
今
、
公
募 

的
選
出
と
共
に
専
業
政 

治
家
が
大
多
数
と
な
っ 

た
。
従
来
の
政
治
家
が 

極
端
に
少
な
く
な
っ
た
の
だ
。
私
は
数
少
な
い 

一
級
建
築
士
の
兼
業
政
治
家
だ
。
高 

橋 

政 

雄  
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防
災
訓
練 

 

自
治
会
に
は
、
ほ
と
ん
ど
に
自 

主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
き
っ
か
け
が
二
十
二
年
前
の 

阪
神
淡
路
大
震
災
で
あ
る
。 

 

そ
の
各
防
災
会
の
多
く
で
は
、 

定
期
的
に
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い 

る
。
私
が
防
災
本
部
長
の
防
災
会 

で
は
、
阪
神
大
震
災
の
翌
年
か
ら
、 

毎
年
防
災
訓
練
を
続
け
て
き
た
。 

「
備
え
あ
れ
ば
、
憂
い
な
し
」
そ
ん
な
訓
練
・
備
え

が
、
役
に
立
つ
時
が
来
な
け
れ
ば
幸
い
で
も
あ
る
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
関
係 

役
員
皆
様
の
献
身
的
な 

奉
仕
を
い
た
だ
き
な
が 

ら
汗
を
流
し
て
参
り
た 

い
。 

高 

橋 
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昨年の活動から 高 橋 ま さ お  

起 震 車 

防災本部長 


